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室本港における安全で利便性の高い港湾環境の整備（防災・安全）

■事後評価（社会資本総合整備計画）
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室本港における安全で利便性の高い港湾環境の整備（防災・安全）

平成29年度　～　令和3年度　（5年間） 香川県観音寺市

津波・洪水等による浸水被害を軽減させる。

（H29当初） （R元末） （R3末）
目標値:
達成値: 100.0%

A１　海岸事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 実施事業費 進捗率

種別 種別 対象 間接 H29 H30 R元 R2 R3 （百万円） （百万円）

A1-1 海岸 一般 香川県 直接 観音寺市 老朽化 室本港海岸長寿命化計画策定策定業務 護岸363m 3 3 100% 完了

A1-2 海岸 一般 香川県 直接 観音寺市 老朽化 室本港海岸老朽化対策緊急事業 護岸90m 157 157 100% 完了

小計（海岸事業） 160 160 100%
Ｃ　効果促進事業
C1　河川効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費 実施事業費 進捗率

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円） （百万円）

小計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 実施事業費 進捗率
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円）

合計

番号

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗　

２．今後の方針

　　完了

・令和３年度をもって交付金事業での老朽化対策は完了した。

別紙５－２

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）　　　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

1.事業効果の発現 ：十分な効果があった

・全延長の長寿命化計画の策定を完了
・90mの護岸を補修

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0ha 4ha 8ha
8ha

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

160百万円 Ａ 160百万円 Ｂ － Ｃ －

  

観音寺市

観音寺市

省略 事業実施期間（年度）

工種

番号 事業者
事業及び
施設種別

要素となる事業名 事業内容 市町村名

事業内容 事業実施期間（年度）
（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

海岸保全施設の長寿命化計画の策定、背後地の人口が集中する地域の浸水の恐れがある面積の低減を実現し、安全安心な地域づくりを実現する。

達成率 備考

津波・洪水等による浸水被害の軽減面積

津波・洪水等による浸水被害の軽減面積

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
160百万円 Ａ 160百万円 Ｂ － Ｃ －

進捗率
（事業費ベース）

100.0%

備考

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

市町村名
全体事業費
（百万円） 備考



事後評価書参考資料

室本港における安全で利便性の高い港湾環境の整備（防災・安全）
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対策内容
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室本港７号護岸 L=363m

・長寿命計画策定 L=363m
・老朽化対策工事 L=  90m

室本港

位置図

室本港出典：観音寺市全図より抜粋

N

N

津波・洪水等
による浸水被
害の軽減面積

A=8ha
配送センター

物流倉庫



港名 施設種別 事業名 全延長 完了延長
室本港 外郭施設 室本港海岸長寿命化計画

策定業務
363m 363m

室本港海岸老朽化対策緊
急事業

90m 90m

事業概要
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事業概要

整備前 整備後
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室本港海岸老朽化
対策緊急事業 L=90m

室本港海岸長寿命化計画策定業務
L=363m

事業概要

N


